
1. 広尾までの道のり（前史）1886～1923
　東京女学館は欧米流の女子教育を目的
に設立され、明治大正期は、永田町御用邸、
虎ノ門旧工部大学校という、いわば間借り
校舎での教育でした。虎ノ門時代には「高
潔優美にして貞淑温良なる夫人を養成する」
と、当時の高等女学校令の方向へシフト
します。　　
　大正１２年９月１日、関東大震災により虎
ノ門校舎は倒壊します。大震災の起こる
前には新築の敷地も決まり、資金の準備
も順調に進んでいましたが、そうした目算
はすべて失われました。
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創立当初の学生は、
豊かな家庭で育てら
れた子女でした。

虎ノ門時代の
「品性」

世界へ羽ばたいた
卒業生

永田町御用邸の門 旧工部大学校校舎の校門 卒業記念の様相（明治 32年）

最初の卒業生（明治 24年） 女子補導団団員（昭和４年） 震災後参集広告

羽沢仮校舎正門女子生徒募集広告（明治 25年）
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この頃すでに世界を相手に
活躍した卒業生がいました。
三浦環です。
展示室で探してみましょう！

女子補導団とは

女子補導団、いわゆるガール
スカウトは、未来を担う少女た
ちを育てるための課外授業で
した。

学校・教育関係

校舎関係
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